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令和 3年度 第 2回加賀市男女共同参画審議会 会議録 

 

１．開催日時   令和 3年 12 月 22 日(水)10 時 00 分～11 時 50 分 

２．開催場所   加賀市民会館 2階 2 会議室 

３．出 席 者  〈審議会委員〉（50 音順）15 名中 13 名出席 

新家尚子、上木敏子、越前朱美、大田俊介、尾島恭子、菊池知子、 

西田晴美、西山佳孝、番場千香子、堀口康純、宮下一夫、 

宮永都、山井純子 

〈委任状提出委員〉（50 音順）2名 

亀田喜一、北出弘信 

〈事務局職員〉 

柴田総務部長、山本行政まちづくり課長、 

大倉行政まちづくり課リーダー、稲津行政まちづくり課主査 

４．傍 聴 者  なし 

５．議  事  第 4 次加賀市男女共同参画プラン（検討案）について 

６．そ の 他  今後の策定スケジュールについて 

７．開  会 

部  長 挨拶 

各 委 員 各委員自己紹介 

事 務 局 事務局紹介 

    議事録の確認、公開について説明 

本日は 15 名中 13 名の出席があり、審議会規則第 4 条第 2項に基づき 

審議会が成立していることを報告。 

     本日の議事「第 4次加賀市男女共同参画プラン（検討案）」について、 

次回の審議会で、デジタル化社会に向けた動きの中での男女共同参画の 

視点を盛り込むことを説明。 

事 務 局 審議会規則第 4条の規定により、ここからの議事進行は、尾島会長にお 

願いする。 

会  長 議事「第 4 次加賀市男女共同参画プラン（検討案）」第１章について、

事務局から説明を 

事 務 局 ＜第 4次加賀市男女共同参画プラン（検討案）第１章について説明＞ 
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会  長 「第 4 次加賀市男女共同参画プラン（検討案）」第 1 章の内容や説明に

関し、意見、質問等はないか。 

委  員 女性の力が生かされるとあるが他の箇所では活かされると記載されて

いるので、どちらかに統一した方が良いのではないか。 

     また少子化という文言があるが、高齢化という文言は入れなくて良いか。 

事 務 局 活かすに統一する。また高齢化という言葉を入れて、少子高齢化とする。 

会  長 字句の修正だが、「が」が続いているところがあるので、「を」に直す、

「残っている」が続いているところがあるので、「ある」に直した方が

良いのではないか。 

事 務 局 指摘いただいたところを修正する。 

会  長 今回の計画は、かなり県に寄り添った形になっていると思う。 

計画期間が長く、県と同じ 10 年になっているが、これからの 10 年は社 

会が大きく変わっていくことが予想されるので、見直しを行って欲しい。 

事 務 局 社会情勢の変化に合わせて、計画の見直しを行う。 

委  員 多種多様で複雑な課題が、先端技術により近い将来解決される。と記載 

しているが、言い切って大丈夫か。解決が予想される課題があれば、教 

えていただきたい。 

事 務 局 一例申し上げると、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、加賀市 

医療センターで入院患者との面会ができない状況が続いた。 

その際に、アバター(モニターが付いた遠隔操作ロボット)により、自宅 

や病院内の別室で面会をすることができた。 

     また飲食店等で料理を運ぶロボットや介護施設内で働くロボットが職 

員を補助することで、職員の負担軽減に繋がることが予想される。 

     さらに、ドローンにより山間部に医薬品を運搬することも加賀市では取

り組んでいる。 

委  員 アバターを使ったことがあるが、開発途中のせいか顔が分からない程小

さい画面表示であった。 

     ロボットの導入で、良い面や人に出来ないことをしてくれて便利になる

のは分かるが、先端技術により地域課題が解決される。と言い切って良

いのかという疑問は残る。 
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委  員 介護の現場では、人材不足が課題になっている。先端技術で人材不足が

解決されることを期待している。 

     地域課題が解決される。と言い切ってくれる程、力を注いでくれること

を願う。 

事 務 局 ロボットやＡＩは人を超えて社会を変えていくものではなく、中心は人

で、先端技術は、労働力不足や少子高齢化などの課題を解決する手段と

なっている 

会  長 前回の計画では、基本的視点に「地域に根ざした活動に対する支援」が

あったが、今回の計画ではなくなっている。地域での男女共同参画の施

策について、どのように考えているのか。 

事 務 局 基本的視点の項目ではなくなっているが、基本目標の課題に「地域にお

ける男女共同参画の推進」の項目を入れている。地域での男女共同参画

施策は今後も推進していく。 

会  長 了承した。 

会  長 続いて、第２章基本目標Ⅰについて、事務局から説明を 

事 務 局 ＜第 4次加賀市男女共同参画プラン（検討案）第 2章基本計画Ⅰについ

て説明＞ 

会  長 「第 4 次加賀市男女共同参画プラン（検討案）」第 2 章基本計画Ⅰの内

容や説明に関し、意見、質問等はないか。 

委  員 9 頁の図の n(サンプルサイズ)は、623 ではなく、425 ではないか。また

8頁の図は、nの記載がないが、いくつか。 

事 務 局 9 頁の n は 425 に修正する。8 頁の nは正確な数字を記載(n=464)する。 

委  員 規模の大きい会社では、男女共同参画の考えが浸透しているが、家族経 

営の会社ではまだ啓発が必要と考えている。 

農家における家族経営協定とは、どのようなことを想定しているのか。 

事 務 局 労働条件等を想定している。 

委  員 大きな規模の農家では、女性が相当な量の事務仕事をしないと生産や経

営が成り立たない現状があり、家族経営協定の締結はスムースである。 

     団体でも最近は女性の役員が増えてきた。司会などの役割を(女性の)

私に依頼されることも増え、以前では考えられない環境になってきた。 

     なるべく私は断らないようにして、女性が活躍する環境にしていきたい
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と考えている。 

     また市で認定農業者制度に登録する際に、女性の名前を記載することを

求められるようになった。今まで表に出なかった女性が、表に出るよう

になってきたのは良い傾向だと思う。 

会  長 地域のところについて、地域の代表の方から意見をいただきたい。 

委  員 計画の内容は、実態を捉えていると思う。私の町を含め、周辺の農村地

域では、町内会に女性役員がいない状況となっている。役員になると運

動会やお祭りの実施だけでなく道路の補修もある。 

     ＰＴＡ会長は女性がすることもあるが、町内会役員の任期は 8 年あり、

非常に大変なため、男性だけとなっている。 

     ある町では、母屋の長男だけが区長をする決まりがある。 

     このような状況なので、農村地域では、女性の区長の増加は難しいと思

う。 

委  員 事業所に対して、男女共同参画に関するリーフレットを配っていると思

うが、事業所に十分に啓発されていない思う。発行部数について増やす

ことは考えているか。 

事 務 局 事業所実態調査に協力いただいた事業所に送るなど、広く配布できない

か検討する。 

会  長 続いて、第２章基本目標Ⅱについて、事務局から説明を 

事 務 局 ＜第 4次加賀市男女共同参画プラン（検討案）第 2章基本計画Ⅱについ

て説明＞ 

会  長 「第 4 次加賀市男女共同参画プラン（検討案）」第 2 章基本計画Ⅱの内

容や説明に関し、意見、質問等はないか。 

委  員 ＤＶを「経験したことも見聞きしたこともない」との回答が多いが、テ

レビ等でこれだけＤＶのことを取り上げているが、見聞きしたこともな

い人が多いのか。 

事 務 局 「ＤＶを、この 1年間に経験または身近で見聞きしたことがありますか」

との問いになっている。「この 1年間に」という文言を追記する。 

委  員 ＤＶの啓発を行っていると男性から「女性ばかりではなく、男性もＤＶ

を受けている」と言われることがある。計画では、女性への啓発・支援

が前面に出ているが、男性への啓発も同時に必要なのではないか。 
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事 務 局 国の「女性に対する暴力をなくす運動」期間の啓発であるので、女性が 

前面に出てしまう。ＤＶに悩んでいる男性もいるので、相談があった場 

合は、女性と平等に支援する。 

会  長 生涯を通じた女性の健康支援で、学校教育に関するところがあるので、

意見をいただきたい。 

委  員 学校教育では、健康面について体育の保健授業や性教育に関する学習を

通じて、性感染症、低体重・肥満、喫煙、飲酒等の学習を行っている。

また「薬物乱用防止教室」という学習も毎年実施している。 

会  長 学校の授業で行っているので知識はあると思うが、女性に限って言えば、

高校生の過度なダイエットの意識は強いと感じる。 

     女性の健康支援の項目に「喫煙・飲酒」があり、女性に限ったものでは

ないと思うが、どうか。 

事 務 局 女性に焦点を当てた項目だが、「喫煙・飲酒」というのは男性にも当て 

     はまると思う。委員の皆様のご意見をいただきたい。 

委  員 健康をおびやかす問題は、女性が子どもを産み育てる為には、周囲の喫

煙や自身の過度の飲酒も問題となる。削除しても良いが、残した方が良

いと思う。 

委  員 「喫煙・飲酒」は残した方が良いと思う。保健推進委員をしている時に、

赤ちゃんが出来る前から体を大切にすることや喫煙と飲酒が、子どもに

与える影響を学んだ。大人が喫煙と飲酒で体を壊すこともあると思うが、

女性は、特に気を付けて欲しい母体であるということを意識するという

意味だと思う。 

会  長 「喫煙・飲酒」の文言は残すこととしたい。 

委  員 ＤＶについて、地域の会合の場で、男性から女性に対して言葉の暴力が

多い。固定観念を覆すようなことを言われると、男性から集中攻撃を受

ける。 

委  員 高齢者や障がいのある人の社会参画の促進のところで、「権利擁護事業

を実施します。」と書いてあり、とても大切な取組みだと思う。権利を

守ること、差別の解消などは重要な取組み。 
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委  員 私の町では、農家をしている家だけが区長をしていたが、慣行を撤廃し、

後から引っ越してきた家の人も平等に区長をしている。 

市から町に女性役員増加の回覧をしてもらった。私としても町の役員に 

女性が増えるようにしていきたい。女性も能力は十分ある。 

市も女性の区長や役員が増えるよう継続して情報発信して欲しい。 

会  長 続いて、第２章基本目標Ⅲについて、事務局から説明を 

事 務 局 ＜第 4次加賀市男女共同参画プラン（検討案）第 2章基本計画Ⅲについ

て説明＞ 

会  長 「第 4 次加賀市男女共同参画プラン（検討案）」第 2 章基本計画Ⅲの内

容や説明に関し、意見、質問等はないか。 

委  員 固定的な性別役割分担意識の解消のところで、「このような意識や固定

観念は、幼少の頃から家庭・学校・地域社会の中で長年に渡り形成され

ており」と書かれているが、学校教育の現場では、男女平等が進んでい

る。学校にいる大人のことなら良いが、この書き方では、学校にいる子

どもに男女平等の意識が浸透していないように受け取れるため、書き方

を変えてはどうか。 

委  員 子どもの間では、男女平等の意識が根付いているし、教職員にも根付い

ている。しかし、以前教職員向けの研修を受けた際、無意識の差別が潜

んでおり「家庭科を受け持つ担任は女性が多い」ことや「理科を受け持

つ担任は男性が多い」ことがあったり、子どもたちに対して「力のある

男の子手を貸して」や「器用な女の子手伝って」など、無意識に言って

しまうことがあることを気付かされた、平等を意識していても無意識の

思い込みがないか、考えることが大切。 

     またキャリア教育において進路選択の場で、中学校・高等学校・大学と

進む中で、本当に進みたい進路や就きたい仕事に女性が進めるようにな

れば良いと願っている。 

     無意識の思い込みは依然としてある。注意するという意味で学校という

文言は残しても良いと思う。 

委  員 人権擁護委員は、小学校に行って人権教室をしている。教室のテーマに

「いじめ」が挙がっているので、学校という文言は残した方が良いと思

う。 
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委  員 学校では、教師は十分に気を付けて教育をしている。 

     学校だけ削除するとおかしいのであれば、「家庭・学校・地域社会」を

消して「このような意識や固定観念は、幼少の頃から長年に渡り形成さ

れており」としてはどうか。 

会  長 今の大人たちは、学校教育で形成されたところもあるが、現在の学校教

育の場では、そのようなことはないとの意見であった。 

委員の言うとおり、学校だけ削除すると違和感があるので、あえて場

面を書かず、「幼少の頃から長年に渡り形成されており」と記載すれば、 

様々な要因で形成されるという意図は伝わる。 

委  員 今の大人たちは、男女平等についての教育を学校で受けていないので、

そのことを書いた方が良いのでは。 

委  員 例えば、「幼少の頃から家庭の中で、長年に渡り形成されており」と書

いてあれば、家庭に問題があると受け取られる。それと同じく、「学校」

という文言があると、学校教育で問題があると受け取られると思う。 

会  長 場面を挙げていくと、例えば「職場」なども挙げられる、「幼少の頃か

ら長年に渡り形成されており」と記載すれば、場面ではなく、様々な場

で幼少の頃から形成されるものという整理ができる。 

委  員 固定観念の形成は、色々なところで形成されていることなので、家庭や

学校などに限定しなくとも良いと思う。 

委  員 家庭での男女共同について、パートナーの仕事が忙しく帰りが遅いと、

一方に家事が偏る。企業の働き方など様々な場で男女共同参画が進まな

いと家庭内でも男女共同参画が進まないと感じた。 

委  員 「男女共同参画の視点に立った制度・慣行の見直し、意識改革」のとこ

ろで、「市職員の能力開発に努めます」とあるが、市職員だけでなく、

市民や事業者全ての能力開発が必要なのではないか。 

事 務 局 市の職員が率先して男女共同参画に取り組むという意図で記載したが、

例えば町内会やまちづくり推進協議会で、率先して男女共同の考えをけ

ん引していただける方が増えれば、市全体の意識向上に繋がるので、市

職員に限らない記載とする。また能力開発ではなく、具体的に記載する

ことを検討したい。 
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会  長 他に意見はあるか。 

意見がないようなので、次回の審議会で、本日の意見を反映した計画を 

提示するように。 

    次に、その他案件「今後の策定スケジュール」について事務局から説明 

    を 

事 務 局 ＜今後の策定スケジュールについて説明＞ 

会  長 今後の策定スケジュールについて、意見、質問等はないか。 

会  長 意見がないようなので、このスケジュールで進めるように。 

     以上で、本日の審議は終了した。進行を事務局にお返しする。 

事 務 局 様々な立場から、色々な角度でご意見をいただいたこと感謝申し上げる。 

     本日いただいた意見は、修正案に反映させていただく。 

第 2回の審議会は、これにて閉会する。                   

以上（閉会 11:50） 


